
図－６　アニュラス水素濃度計設置工事

　 　シビアアクシデント対応として、格納容器アニュラスの水素爆発による損傷を防止するため、

  監視設備としてアニュラス水素濃度計を平成２５年６月に設置した。

　

　　今回の定期検査期間中に、アニュラス水素濃度計の伝送ケーブルのうち、既設トレイに布設

   した箇所について、信頼性向上を図るため、耐震性を有する電線管による布設に変更する。
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